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終わりを描くことから始める 
 

スティーブン・Ｒ・コヴィー「７つの習慣」の第２の

習慣は「終わりを描くことから始める」が見出しとなっ

ています。自分の人生の最後を思い描き、それを念頭に

置いて今日という一日を始める。と書かれています。そ

こには、自分のお葬式を想像する様子も描かれていて、

読み進めると衝撃を受けますが、つまりは、最後の姿を

描くことにより、明日、１ヵ月先、１年先、１０年先を

見通しなさいというものです。同じように、他の読み物

でこんな内容が書かれた文章を見つけました。「自分が

どう生きるかではなく、自分がどう生きたかだ」と。宇

宙の何億年という時間軸からしたら、８０年とか１００

年という人間の寿命なんか、ちょっとの時間でしかない。

だったら、死ぬ５秒前に「素晴らしい人生だった」と言

って死にたい。そうした死ぬ間際に悔いのない人生だっ

たと思えることが最も大事である、と。ＩＤＯＭ名誉会

長の羽鳥兼市氏の言葉です。「現状維持か」「改善（改

革）か」、「もうやめる」か「まだ続ける」か、という

選択肢を迫られたら、私自身の性格上、高確率で「現状

維持」や「もうやめる」を選択する可能性があります。

「改善」や「まだ続ける」には大きな労力と時間がかか

りますから。でも、「素晴らしい人生だった」といえる

ためにはどちらを選ぶ？と問われたら、「改善」や「ま

だ続ける」を選ぶ可能性は５０パーセント以上には跳ね

上がるのだろうと思うのです。切羽詰まった時、今しか

見えていないときには、苦しいことは選ばない。でも、

そこで出口を考えることができるのなら少し前向きにな

ることができるのだと、感心させられました。 

話が逸れてしまいました。「７つの習慣」では、終わ

りを描いて今日という一日を始める（言い換えればはっ

きりとしたビジョンを描いて、正しく進む）ためには、

人生を支える４つの要素「安定・指針・知恵・力」のバ

ランスが大切だと述べています。この４つの要素の中心

には自分の核（大切にしているもの）があります。家族

であるとか、仕事、友人、娯楽といったものです。現在、

何を核にしているかによって、物の見方や考え方が左右

され、時に不安定になることもあるのですが、「原則」

に立ち返ることで安定を得られると述べられています。

話が難しくなりそうなので、自分なりの解釈をすると、

「原則」というのは「本質は何か」と考えることや「普

遍的な考え方・大切な考え方」などのことかなと想像し

ています。その原則に立ち返って先を見たり、行動した

りすれば、この４つの要素が高まり、互いに良い影響を

与え合って他人依存から自分自身をコントロールできる

ようになると述べられています。つまり、自分自身をマ

ネジメントできるようになるというものです。本書の中

では、マネジメントは「正しく行う」ことであり、リー

ダーシップは「正しいことを行う」こととあります。試

練や困難にぶつかったときにこそ、「何が正しいのか、

本質は何か」とともに「正しい行動とは何か」を考える

ことが重要であるというものです。試練や困難にぶつか

った時ほど、なかなか冷静ではいられないものですが、

そこで、一度立ち止まって「どうなりたいか」という終

わりをイメージする冷静さを持つことが自己マネジメン

トの第一歩なのかもしれません。 
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教育に関わり、諸先輩方から学んできたことは、

「なるほど」と思えることばかりです。特に、校長という

職となり、論語の『和して同ぜず』という言葉が頭に浮

かびます。周囲と協調しながらも、自分を見失うことが

ないように心掛けています。しかしながら、刻々と変化

する子どもを取り巻く環境、また学校の担う役割の多

様化、教職員の働き方改革等、取り組むべきことの多

さに、流されている自分に気付くことがあります。本校

の先生方の子どもへの熱意で、自分を取り戻すことも

あります。柳のようにしなやかに、それでも芯の部分を

曲げることのないよう、学校教育で大切にしてきてい

ることを述べます。 

１ 凜とした姿 品格 

 校内を回っていると、目にとまる子どもの姿がありま

す。足裏が床にきちんと着き、背筋がすっと伸びてい

る座り姿です。そうでない姿が多いので、余計に目に

とまるのかもしれません。個人的な主観によるもので

すが、凛とした姿から、その子どもの品格を感じます。 

同様に「学校の品格」というものもあるように思いま

す。本校の職員玄関に、長野県

円福寺の和尚 藤本幸邦（ふじ

もと こうほう）さんの「はきものを

そろえる」という言葉が掲示して

あります。 

『はきものをそろえると 心もそろう 

 心がそろうと はきものもそろう』 

児童玄関の様子を観ると、

今まで赴任した学校では、下

駄箱に入っていない靴が何

足かありましたが、本校で

は、自分の下駄箱に靴が入

れられ、さらにはかかとが揃え

られています。また、雨の日

の傘は、ほとんどの傘が、広

がらないように留め具でまとめ

られています。中学年以上は、１００％です。日常生

活のちょっとした事ですが、下石小学校で大事にされ

てきたことが、学校の品格につながっていると感じて 

 

います。「見栄え」ととらえる向きもありま

すが、下石の子どもたちが場所が変わっ

ても同じようにでき、大人になっても自分

の子どもに伝えていけたらと期待してい

ます。 

２ 「教育のプロ」と自信をもって言える教師 

 以前は、一流といわれる大学に入り、一流といわれ

る企業に就職することが、将来を保証するような風潮

であったように思います。いつの間にか、終身雇用と

いう考え方は薄まり、働きがいや生きがいが重視され、

転職サイトのCMも毎日聞こえてきます。また、人権が

重視され、マジョリティー（多数派）からマイノリティー

（少数派）に焦点が当たり、一人一人の生き方や考え

方に耳を傾けるようになってきています。「同調圧力」

という言葉も聞こえてきました。たとえ少数派であって

も、自分の考えを主張し、広めることに価値があり、焦

点が当たるようになってきたと感じています。 

多様な価値観が混在する中で、子どもたちに、「こ

うしていけば、大丈夫」と伝え難くなっていることを感

じています。また「～すべき」という価値観の押し付け

もふさわしくない状況も出てきています。誰も正解が

分からず、明確な方向が示されないまま、社会を生き

ていく子どもたちは、自分の生き方に責任をもち、生

き抜く力をつけていかなければいけません。教育の

プロである私たち教師は、目の前にいる子どもの 10

年後 20 年後を見据えながら、子どもと一緒になって

考え、導いていく指導がさらに必要となってきました。

「ＴｅａｃｈからＣｏａｃｈへ」という言葉が示すように、指導

観に修正を加える必要が出てきています。本校では

今年度「主体性を育て、伸ばす」ことを重点にしてい

ます。「自分で、自分から」をキーワードにしながら、

子どもへの声掛けの仕方をも意識している先生方が

みえます。柳のようにしなやかに自己変革されている

姿は、まさに「教育のプロ」であると思います。私自身

「教育のプロ」と言い切ることができるように、学び、自

己変革を続ける教師でありたいと思っています。 

今の課題は、教育について、互いに語り合う時間

を生み出すことです。 

下石小学校長 

後藤 淳 

 

柳 の よ う に     
 

【校長室の窓】 
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１ 基盤となっているもの     

 幼稚園に勤務して３年目を迎えている。 

 今、一番に感じていることは、５歳児（年長児）

の様子を見ながら「３年間でこんなにも成長して

いくのか・・・。」ということである。        

一人一人の言動や友達との関わり方などに、思

わず目を細めてしまうような場面に出くわすこと

がある。園児たち一人一人の純真な心や豊かな感

受性には、何にも代えがたい尊さがある。 

もちろん先生方は、園児一人一人と向き合いな

がら一喜一憂の日々である。個を理解し、発達段

階を踏まえた指導・支援の積み重ねこそが、今の

園児たちの明るく元気な姿、そして、保護者の方

の安心感を生み出している。     

園児の一つの成長（排泄が園のトイレでできる

ようになった・・・等）に感激し、保護者の方が

涙を流されることもある。 

そうした保護者の方と先生方は毎日、登園時、

降園時に声を交わしている。保護者の方の声にじ

っと耳を傾けながら、園児の様子について伝え、

個に応じた指導・支援の在り方について理解が得

られるよう努めている。 

そこから生まれる保護者の方の笑顔、そして園

児たちの笑顔が、先生方の笑顔や充実感にもつな

がっている。 

園児、保護者、そして、先生方の笑顔（安心感）

こそが日々の教育・保育の基盤となっているよう

に思われる。それを基盤とすることができる先生

方の努力に感謝している。 

 

 

 

                          

２ 土岐津小学校とのつながり 

 ７月に校区の保育園、こども園など複数の施設

（私立含む）と小学校１年生との交流の会「はじ

めましての会」が小学校にて開催された。 

 事前に他園、小学校１年生の先生方との打ち合

わせの場が設けられ、本園年長児の担任が交流の

仕方について提案した。 

 当日は園ごとに分かれて１年生と交流したが、

それぞれの園の年長児が初めて顔を合わせる場に

なった。 

 交流の始めは緊張してうつむいている園児もい

たが、手遊びなどを通して一気に雰囲気が変わり、

夢中になってゲームを楽しむ姿が見られた。教室

がまさに笑顔でいっぱいになり、その変容に驚か

された。 

 １年生の子供たちが優しく園児に声をかける姿、

担任の先生の指導にてきぱきと応える姿など、卒

園児たちの成長した姿にも感動した。 

 小学校、幼稚園の先生が目標を共有し、子供た

ちを指導する貴重な機会となった。（２学期は小学

校の提案で開催される予定である） 

『 笑顔 と 安心感 』 
土岐津小学校附属幼稚園  園長 知原 勝成 

 

【幼稚園教育の紹介】 



 

 

 

今年度、学力向上推進リーダーとして市内

各小中学校の教育長訪問に同行させていただ

いています。各校の先生方の授業参観、教務

主任や研究主任の先生との懇談を通して、各

校の研究やその取組、指導法について伺い、

その成果を学んでいます。 

ここでは、各学校の取組やその成果を紹介

し、市内の先生方と共有します。それにより

土岐市の教育がより一層高まり・深まりをも

ち、子どもたちがさらに意欲をもって主体的

に学習に取り組み、「できた」「わかった」を

実感できるような授業をつくり出すことを目

指していきたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図 1 令和４年度「土岐市スタンダード授業」】 

今年度の第１回学力向上推進委員会では、

令和４年度「土岐市スタンダード授業」（図

１）をもとに、以下のような重点を設定しま

した。 

 

 

 

 

この２つの重点を中心に、授業参観や懇談

を通して学んだ各校の取組です。参考にして

いただくとともに、各学校の研究に取り入れ

実践していくことで、紹介させていただいた

学校への恩返しとしたいと思います。 

 

 

 

【下石小学校 ６／１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下石小学校は、大変落ち着いた環境の中で授

業が進められています。「落ち着いた環境＝学

ぶための環境」が整えられていることで、子ど

もたちの「安心して話せる」「仲間に聞いてもら

える」という思いに直結していると感じました。

心理的に安全な場所が、子どもたちの学びを深

めることにつながっていると思います。 

また、対話を大切にした学習が進められてい

ました。小集団の交流で、自分の考えを確かな

ものにするとともに、子どもたちの考えが高ま

り、深まり、焦点化されていくように、ハンド

サインを活用（必要に応じて意図的指名を活用）

した授業が進められていました。 

子どもたちにとって「必然のある課題」が明

確に提示されることで、何について考え、発表

すればよいのかを理解し、見通しをもつことが

できます。そして、ハンドサインを活用し、対

話を通して追究を続けていくからこそ、終末で

「何を振り返るのか」が明らかになり、児童が

「できた」「わか 

った」を実感する 

ことにつながって 

います。 

＜今年度の土岐市全体の指導の重点＞ 

①「やってみたい」を生み出す具体的な課題 

②「できた」「わかった」を実感する終末の

振り返り 

【研究主題】 
課題の解決に向けて粘り強く取り組む児童の育成 
～仲間との対話を通して、考えを広げ深める算数
科授業の在り方～ 
【研究内容１】 
深い学びを実現する「見方・考え方」を大切にした
指導の工夫 
①「見方・考え方」にせまる発問の工夫と価値づけ 
②ＩＣＴの活用 
【研究内容２】 
考えを広げ深める対話活動の工夫 
①全員参加・全員理解を目指す全体交流 
②出口を明確にした小集団活動 
【研究内容３】 
単位時間における終末の見届け 
①付けたい力が身に付いているかを確実に見届け 
 る評価活動 

各小中学校の学力向上推進 ～ 学校訪問を通して ～ 

学力向上推進リーダー 中村 勝（泉小学校 教頭） 

－ 教育とき ４ － 



【濃南小中学校 ６／２０】 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

濃南小中学校の参観で感じたのは、小中連携

の重要性です。小中一貫型小学校・中学校の特

徴を生かし、教科担任制に加えて小中９年間を

見通した年間指導計画を作成しています。 

また、小中の教員が一緒に教科部会を行って

いると伺いました。各教科でねらいや目指す姿

が共有できれば、一単位時間の授業における課

題化、学習過程、終末の振り返りを具体的に計

画し、実践することができるようになります。

義務教育の入り口と出口を見通した意図的な

指導につながっています。 

さらに、すべての指導案に今年度の土岐市全

体の指導の重点が位置付いていました。どの場

面でどのような手立てで指導するかが、明確に

示されていました。校内で確実に共有し、小中

が連携しながら学力向上を推進する動きをつ

くり出している点が素晴らしいと感じました。 

今後は、小中での授業交流をさらに進めてい

くそうです。これは、濃南小中学校の強みであ

り、子どもたちにズレのない教育を行うことが

でき、学力向上につながると考えます。小中連

携による継続した指 

導。子どもたちに力 

が付かないはずがあ 

りません。 

【土岐津中学校 ６／２７】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土岐津中学校では、班交流が大きな財産とな

っていました。それは、研究内容１－①「学級

の実態に応じた必然性のある課題設定」にあるよ

うに、授業の出口の姿が示されていることで、

「何を話し合うべきか」が明確になっているか

らだと感じました。参観した授業では、生徒同

士の活発な交流が行われ、「わからない」が「わ

かる」に変わる瞬間を見ることができました。

これこそ「学力向上」の姿だといえます。 

これは、「学級で何を目指すべきか」という

「学級経営」にも生かすことができます。上記

の姿は、「話し合い活動」が研究の副主題として

設定され、「聞く・話す」などの学習の基盤が徹

底されているからだと感じます。 

また、研究主任の先生からは、できたことを

「ほめる・ほめ続ける」ことを大切にしている

と伺いました。子どもたちの自己肯定感や自己

有用感につながっているといえます。 

安心して話せる環境があること、班交流のめ

あてが明確になっていることで、仲間との交流

がより活発に行われています。その結果、学級

集団の高まりが 

みられるように 

なります。まさ 

に、研究が形と 

なってきている 

ことが実感でき 

ました。 

【研究主題】 

主体的に活動し続ける生徒の育成 

～ 話し合い活動を通して ～ 

【研究内容１】 

主体性を高めるための話し合い活動の工夫と充実 

①学級の実態に応じた必然性のある課題設定 

②学級目標を意識した話し合い活動 

【研究内容２】 

よさや変容を実感できる振り返りの位置付けと

見える化 

①仲間を認め合う生徒相互の評価 

②学級の高まりを価値付ける教師による評価 

 

 

【研究主題】 
主体的な学び合いを通した確かな力の育成 
【研究内容１】 
小中一貫した指導計画の工夫・改善 
①９年間の学習内容の系統性・連続性と育成す
る資質・能力を位置付けた単元指導計画や単
元構想の工夫 

②児童が主体的に学ぶ濃南タイムや言語活動を
位置付けた単元の工夫 

【研究内容２】 
仲間と学び合う濃南タイムを位置付けた指導計
画の工夫 
①教科の見方・考え方を働かせ、仲間と交流する
ことで理解や考えが深まる喜びを味わえるよ
うな必然性のある濃南タイムの位置付け 

②学び合いの深まりを自覚させる教師の意図的
な働きかけの工夫 

【研究内容３】 
ＩＣＴ機器を活用した授業 
①課題追究や課題解決に向かう意欲を促す効果
的なＩＣＴの活用の工夫 

－ 教育とき ５ － 



【駄知中学校 ７／８】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駄知中学校の指導案で一番印象的だったの

は、学習過程の記述です。どれも「導入―主体

的な学び―協働的な学び―まとめ」という流れ

で指導案がつくられています。中には、「協働的

な学び－主体的な学び」と、順序を入れ替えて

いる先生もみえました。土岐市のスタンダード

授業の一単位時間の流れが意識されていると

感じました。主体的な学びと協働的な学びを入

れ替えているということは、先生方が授業を練

る中で、本当に必要な授業過程を意図している

ということではないでしょうか。主体的な学び

と協働的な学びがスパイラルとなることで、子

どもたちの学習意欲が喚起され、それが学力の

定着につながっているのではないかと感じま

した。 

また、教務主任と研究主任の先生からは「中

学校は、小学校の指導のおかげで…」という話

を伺いました。この言葉に、小中連携の重要性

が表れているように感じます。駄知小学校でも、

「駄知中学校へつなぐ」という意識をもち、連

携しながら日々の指導が続けられているのだ

と思います。駄知中学校区の研究実践を通して、

小中９年間を見 

通した指導の積 

み上げの充実が 

図られているこ 

とを実感しまし 

た。 

【駄知小学校 ７／１１】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

駄知中学校区で同じ研究主題を位置付け、小

中連携が図られています。小学校でどのような

力を付けて、中学校へスムーズにつなぐことが

できるのかを考え、研究内容が決め出されてい

ます。 

 駄知小学校では、「個」の育ちを『自己肯定感』

として、「集団」の高まりを『社会性』としてと

らえています。つまり「自己肯定感を高め、社

会性を高める学級経営」を目指しているといえ

るのではないでしょうか。 

 自己有用感の高揚は、今年度、土岐市の研究

の重点の根本となる「『安心して学べる』学級づ

くり」につながります。図工の授業では、仲間

の作品のよさを、「わざ」に注目して鑑賞してい

ました。互いの作品をじっくり見て、よさをた

くさん発見しようとする姿が印象的でした。個

人で追究したり、仲間との交流によって課題解

決を図ったりすることで、個と集団のスパイラ

ルが生まれ、個も学級も高まっていくことにな

ると考えます。 

 学力向上と学級集団の高まりは、同じ道筋・

同じ手順で進めていくことができると感じま

した。小中が連携 

して、学力と学級 

集団の高まりを目 

指す。土岐市全体 

で大切にしていき 

たいです。 

【研究主題】 

個が育ち、集団が高まる学級経営 

【研究内容１】実態調査の実施と活用の工夫 

①ステージ計画の作成と活用 

②生徒の実態把握と分析 

【研究内容２】 

一人一人が存在感を実感できる指導の工夫 

①仲間のよさに気付く場の設定 

②個の役割の位置付け 

【研究内容３】 

対話的で深い学びのできる授業の工夫 

①課題を焦点化し、共有するための導入の設

定 

②思いや考えを伝え合う場の設定 

 

 

【研究主題】 

個が育ち、集団が高まる学級経営 

【研究内容１】 

見通しをもち、仲間と願いを共有した生活を

送るための工夫 

①ステージと行事、学級活動の(1)（2）（3）、

道徳、国語科の話し合い活動を位置付け

た３５時間の年間指導計画の作成 

②一人一人のつまずきに対する理解と共感

のある支援・見届け 

【研究内容２】 

自分のよさに気付くための指導の工夫 

①教師による価値付けの明確化 

②自分の高まりを実感できる場の設定 

－ 教育とき ６ － 



【妻木小学校 ７／１３】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

妻木小学校の研究は、土岐市スタンダード授

業や今年度の重点と合致しています。「課題→

学習活動→終末」の流れで研究が進められてい

るということです。 

また、ＮＲＴの分析結果が校内で共有されて

おり、それを受けてブロック研や家庭学習への

働きかけが計画されています。 

 下石小学校や西陵中学校と連携して進めて

いくことで、昨年度の発表会以降も西陵中学校

区の実践が深まっていると感じます。 

さらに、昨年度の成果である「授業に向かう

導入」と、「意見交流の必要性への意識化」が、

今年度の研究に生かされていました。 

特に、指導案には子どもたちが疑問をもった

り、解決の見通しをもったりすることができる

ような導入場面の手立てが具体的に示されて

いました。課題提示を終えて個人追究の場面に

なると、「やった！」「早くやりたい！」という

声が上がりました。主体的な学びにつながる姿

でした。本時のねらい（出口の姿）から、児童

の「やってみたい」を生み出すために、導入で

何を提示し、どう

気付かせ課題に

つなげるかを明

確にすることを

大切にしていま

した。 

【６校の学校を訪問して】 

さて、ここまで授業参観や懇談等を通して学

んだことをまとめました。どの学校においても、

研究主題や研究内容に「課題化」「振り返り」に

かかわる部分（※下線）がありました。文言に

なくても、教務主任や研究主任の先生との話か

ら、その思いを込め取組をしていることが分か

りました。 

また、研究を進めていく上での根本となる

「自己有用感の高揚」を図ること（※下線）が

大事にされ、研究とかかわらせて進められてい

る学校が多くありました。 

子どもたちにとって、学校が「心理的安全な

場所」になっていたように感じます。子どもた

ちが安心して学ぶ環境が整い、研究が進められ

ているのではないでしょうか。 

研究内容では、「何」を課題とし、「どのよう

な指導・振り返り」を行えば、「できた」「わか

った」を実感することができるのかが明らかに

なっています。そして、その内容が全職員で共

有されているからこそ、成果と課題が明確にな

ります。それが子どもたちの学力向上につなが

れば、これ以上の喜びはありません。 

最後に、どの学校でも「ＩＣＴ機器を活用し

た授業」が行われていました。課題に向けた導

入や、交流の場面、振り返りの場で意見の集約

などに活用されていました。また、ロイロノー

トをグループの仲間が同時に操作しながら考

えをまとめていく場面もありました。ＩＣＴ機

器の活用が日常化され、文部科学省の求めてい

る「ＩＣＴ機器＝文房具」として効果的に活用

されつつあることをうれしく思いました。 

先生方の日々の実践が、子どもたちの学力向

上・学習意欲につながります。各校の取組やそ

の成果を共有し、実

践されることで、よ

り一層「できた」「わ

かった」を実感でき

る授業がつくられる

ものと考えます。 

【研究主題】 
主体的に学び合い確かな学力を身に付ける 
児童の育成 
【研究内容１】 
課題設定のあり方 
①児童に問題意識をもたせる課題設定 
②学習に見通しをもたせる工夫 

【研究内容２】 
対話的な活動のあり方 
①目的を明確にした対話的な活動 
②目的とする姿に達するための工夫 

【研究内容３】 
定着状況の見届け 
①終末における児童の姿の明確化 
②評価問題による定着の見届け 

－ 教育とき ７ － 



－ 教育とき ８ － 

 

 

 

令和４年度 土岐市ＩＣＴ教育推進目標 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

令和4年度 土岐市 ICT活用指標 

４月から7月の活用指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ＩＣＴ活用指標の実践事例の紹介＞ 

土岐市では、令和 3 年度に大型プロジェク

タとスクリーンまたは、大型ディスプレイを

各普通教室に導入しました。これまでのテレ

ビ画面が小さくて見づらい状況を改善し、大

きく見やすい環境を実現しています。大きく

映し出せる環境を授業でどのように生かせる

のか、市内各学校のＩＣＴ推進担当の先生か

ら実践事例を集めましたので、紹介します。 

 

【事例①：先生が教科書を拡大して提示す

る】 

 

 

 

 

 

 

 

教科書を映し出して説明しています。以前

は「教科書の〇ページを見てください」「教科

書の資料１の右端あたりをみてください」な 

ど、言葉で説明をしていました。言葉の説明の 

 

 

 

 

みでは、どこの部分を説明しているのか即座 

に理解することが難しい子どもにとっては、 

その時点で「わからない」となっていました。

大きく提示して指し示すだけで、伝わりやす

さが向上します。 

 

【事例②：子どもがスクリーンに書き込ん

で課題を焦点化する】 

 

 

 

 

 

 

子ども自ら学習課題について、どこに疑問

点があるのかを説明しています。自分で書き

込んだ表は、伝えたいことを焦点化して説明

でき、聞き手と考えを共有できます。 

 

【事例③：子どもがポイントを静止画でわ

かりやすく提示する】 

 

 

 

 

 

 

顕微鏡で見えたものを撮影し、見つけたこ

とを書き込み、一斉に画面に映し出して共有

しています。チョークでは表しにくいものも

静止画や動画で示すことができます。 

 

今回紹介した実践事例は、ロイロノートの資

料箱から閲覧できるようになっています。 

 

 

 

ＩＣＴ機器の効果的な活用を通して、「子どもたちの主体的・協働

的な学び」と「どの子もわかりやすい授業」を実現する 

令和 4 年度の ICT教育推進について（２）  学びのＩＣＴ支援室 

 

アンケート結果 

□先生が教科書、デジタ
ル教科書（対象教科）を

プロジェクタ（大型Ｔ
Ｖ）で拡大して提示す
る。91.2% 

□先生（子ども）がスク
リーン（タブレット上）
に書き込んで課題を焦点

化する。79.6% 
□先生（子ども）が手本
やポイントを静止画・動

画等でわかりやすく提示
する。86.7% 図引用 教育の情報化に関する手引き 

（文部科学省 令和元年 12 月） 

どの先生も、拡大して提示できる。 

→岐阜県土岐市 先生のみ 

→０１教育委員会 事務局  

→Ｒ４ ＩＣＴ推進委員 実践事例 



 － 教育とき ９ －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆土岐市中学校体育大会 団体結果◆ 

種目 優勝 準優勝 第３位 

陸上 

男子総合 土岐津中学校 駄知中学校 西陵中学校 

女子総合 泉中学校 西陵中学校 土岐津中学校 

男女総合 土岐津中学校 泉中学校 西陵中学校 

バレーボール 
男子 泉中学校 土岐津中学校 濃南中学校 

女子 西陵中学校 土岐津中学校 駄知中・泉中 

バスケットボール 
男子 泉中学校 駄知中学校 土岐津中学校 

女子 西陵中・駄知中 泉中学校   

ソフトテニス 
男子 西陵中学校 泉中学校 駄知中学校 

女子 西陵中学校 肥田中学校 土岐津中学校 

卓球 
男子 土岐津中学校 泉中学校 西陵中学校 

女子 土岐津中学校 濃南中学校 泉中学校 

剣道 
男子 西陵中学校 泉中学校 土岐津中学校 

女子 土岐津中学校 西陵中学校 
 

サッカー  泉中学校 土岐連合  

 

新しいＡＬＴの紹介 「Let’s enjoy English , together！」 

【サマーセミナー、ありがとうございました】 

 今年度も感染症拡大対策を行いながら、講師の方や会場校の先生方のご理解とご協力の中、無事に終了す

ることができました。ありがとうございました。救急救命講座と特別支援教育講座においては、コロナの感

染状況や講師の方の都合で急遽開催ができなくなり、誠に申し訳ございませんでした。 

 希望制ながら１２０名の方が参加され、先生方の研修意欲の高さを感じました。受講アンケートからも、

講座内容に９８％の方が満足、概ね満足と回答いただき、参加者のニーズに応えることができたものと考え

ます。校長先生からの要望で行いました危機管理講座においては、過去の判例を通して、 

「子供の命を守り抜く」ことや「教職員の同僚性や信頼関係づくり」の重要性などを学ぶ 

ことができました。危機管理意識を高め、危機事案に敏感になる研修会になったのではな 

いかと思います。サマーセミナーの成果が園・学校現場で生かされることを願います。 

 

 

 

 

 

 

 

モリス・メリサ・ヤスコさん 

【First name:メリサ】 

◆土岐津中、駄知中校区の 

幼稚園・小・中学校担当 

◆カリフォルニア大学ロサ 

ンゼルス校にて、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ 

ｽﾀﾃﾞｨｰｽﾞを専攻。留学し 

たｼﾝｶﾞﾎﾟｰﾙ国立大学にて、 

アジアについて学ぶ。 

モロビック・マケイラ・リーさん 

【First name:マケイラ】 

◆肥田小中、下石小、妻木小 

肥田幼園、西部こ園 担当 

◆カリフォルニア州立大学フ 

ラートン校にて、日本語と 

言語学を専攻。上智大学に 

留学し、日本文学や芸術 

を学ぶ。 

Hello! My name is Morris Melissa Yasuko.  

I am from Los Angeles, California. 

I studied global studies of UCLA. 

I like reading and gardening. 

 

 

Hello! My name is Morovich Makayla Lee.  

I am from California. 

I studied Japanese and Linguistics at CSUF. 

I like reading Japanese Literature. 



 － 教育とき 10 －  

初任で勤めた学校は都会の大規模校で、当時、

いわゆる生徒指導困難校と言われていました。空

き時間には「校内巡回当番」シフトが組まれ、校

舎裏やトイレにいる生徒に声をかけて教室に入る

よう指導したり、お菓子やガム等のゴミを拾った

りする毎日でした。初任２年目、初めて担任をも

たせていただきましたが、学級や生徒のさまざま

な問題に直面しました。 

 その日は学級で問題が起き、生徒を残して話し

合いをしていました。下校時刻を過ぎてしばらく

してやっと結論に達し、生徒を下校させました。 

 その後職員室に戻ると、机上に「待っていられ

なくてごめんね」と同じ学年の先輩の先生からの

メモがありました。初めて担任をもつ私を心配し、

ご家族のために帰宅される時間のギリギリまでい

て下さったこと、先に帰ることを「ごめんね」と

思って下さる、そのお気持ちがうれしかったこと

を今でもはっきりと覚えています。 

 TEAM 学校などという言葉のなかった時代で

すが、今の私があるのは、「いっしょに」という気

持ちでいて下さった先輩方のおかげです。あの時

の先輩の先生に近づけているだろうか、とずっと

背中を追ってきました。 

 教師がひとつになって学校における教育活動や

生徒指導上の諸問題に向かうとき、 

TEAM の力は強くなり、一人一人 

の教師の力も強くなるのだと思い 

ます。

 
今年度の新企画第３弾、「幼稚園・こども園教育」を掲載しました。(P3)  小学校教育・校長先生の考え(P2)と幼保こ園の

教育や考えを互いに共有して、小学校への接続がスムーズに進むことが期待されます。９月より新たに２名のＡＬＴの先生
が赴任しました。(P9)  子どもたちとの関係づくりや指導される先生との連携がとてもよいという声も届いています。「継続
は力なり」子どもたちの努力を紹介しました。(P9.10)  「心にひびく言葉」、同僚性・チーム学校、染み入ります。(P10) 

編集 
後記 

掲 示 板 
 

【土岐市児童生徒科学作品展 金賞受賞者】 

さばし さえ（土岐津小１年）   みやち りょうすけ（土岐津小１年） 

かとう こうたろう（下石小１年） いのう こうせい（肥田小２年） 

三宅 里奈（肥田小２年）     大はし 晴人（妻木小３年）  堀 こさと（駄知小３年） 

うめ村 光すけ（土岐津小４年）  小山 悠琉希（土岐津小４年） 伊納 多恵（肥田小４年） 

木全 悠嘉（土岐津小５年）    野田 善大（下石小５年）   小山 凛咲希（土岐津小６年） 

武藤 希来乃（下石小６年）    山野 藤子（土岐津中１年）  後藤 秀太朗（土岐津中１年） 

依田 悠花（西陵中１年）     岩本 汰朗（土岐津中３年）  福岡 仁義（駄知中３年） 

 

【土岐市社会科課題追究学習作品展】 

[最優秀賞] 加藤 るい（下石小５年）[優秀賞] 土川 友佳（土岐津小５年) 、髙橋  咲（泉西小４年)   

 

【土岐市読書感想文コンクール  金賞受賞者】 

さばし さえ（土岐津小１年）   みやち りょうすけ（土岐津小１年） 

しのだ いちか（肥田小１年）   かかむ すばる（妻木小２年） 

鈴木 あやな（下石小３年）    日東 輝翔（駄知小３年）   小山 悠琉希（土岐津小４年） 

長瀬 莉空（泉小４年）      山本 弥玖（肥田小５年）   上田 雄斗（泉小５年） 

高椿 ひまり（泉西小５年）    小山 凛咲希（土岐津小６年） 水野 真希（駄知中３年） 

今井 香歩（駄知中３年）     高椿 浬（泉中３年）     後藤 ひかり（泉中３年） 

「心にひびく言葉」 

「待っていられなくてごめんね」 

 

 

 

 

 

た一言 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

                        

駄知中学校  教頭 長谷川 浩子 




